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全線運転再開!
おかえり、只見線!!

お出迎え鼓笛演奏をした只見小児童

　福島県主催の只見線全線運転再開記念式典が、只見小学校体育館で行われ、ＪＲ東日本の深澤祐二社長
や斉藤鉄夫国土交通大臣など、およそ１５０人が出席しました。
　深澤社長は「列車のトラブルについてご心配をおかけいたしましたが、これから安心して利用いただけ
るよう約束します。地元の皆さんから愛される只見線を再び作り上げていきたい」とあいさつしました。
　また、斉藤大臣は「只見線の取組みは、先駆的な事例です。国土交通省としても引き続き、様々な形で
応援をしてまいります」と祝辞を述べました。
　あいさつの後、内堀福島県知事とともに只見小学校児童の齋藤珀君と長谷部七歌さんが、俳優の六角精
児さんと作家の椎名誠さんに、只見線の魅力発信に対して感謝状を贈りました。

　平成２３年の新潟・福島豪雨で大きな被害を受け、不通区間となっていたＪＲ只見線会津川口駅
から只見駅間が１０月１日に運転を再開し、１１年ぶりに只見線全線が鉄路で繋がりました。当日
は、列車のトラブルにより入線時刻の変更などがあったものの、只見駅や沿線には多くの人が訪れ、
列車のお出迎えをしました。

只見線全線運転再開記念式典

▶
感
謝
状
贈
呈
と
併
せ
て
、
今
後
の
引
き
続
き

の
応
援
を
お
願
い
し
た
後
、
記
念
撮
影
を
し

ま
し
た

▶
渡
部
只
見
町
長
が
沿
線
自
治
体
を
代
表
し
、

「
待
ち
焦
が
れ
た
運
転
再
開
を
心
か
ら
喜
び
、

只
見
線
利
用
促
進
と
沿
線
地
域
振
興
に
取
り

組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た

祝
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全線運
転再開

を

　みん
なで盛

り上げ
ました

!

特別列車「再会、只見線号」を手を振ってお出迎え

1一日駅長を務めた細谷唯翔君、酒井莉里さん、目黒詩さん、角田淳紘君　2酒井さんと細谷君、昭和３８年の会津川口駅から只見駅間開通
時に車掌・機関士に花束を贈った藤田あき子さんが、ＪＲ職員に花束を贈りました　3出発の合図を行った角田君、目黒さん　4「おかえり
只見線」の横断幕で、お出迎え、お見送りが行われました　5特別列車の見送りに集まった皆さん　6河井継之助記念館の企画で、幕末当時
のような仮装をして会津塩沢駅周辺で手を振る塩沢・十島集落の皆さん

特別列車のお見送り演奏をした
六角精児バンド

１
４ ５ ６

２

３
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只見線広場
からも

　只見線全
線運転再開

を応援！

1只見線全線運転再開を記念して、會津田島太鼓保存会による太鼓演奏　2只見線全線運転再開記念イベントで現代版組踊の演舞を披露する
チーム息吹　3只見線全線運転再開記念イベントで披露された六角精児さんとGABEZのお２人によるコラボライブ　4只見町出身のシンガー
ソングライター大竹涼華さんの只見線全線運転再開記念ライブ

１
４
２

３

味付マトンケバブカフェでは、
只見町の名物・マトンを
ピタパンにはさんだ
味付マトンケバブが食べられます

ねっか只見駅前醸造所では、
ここでしか買えないねっかの
「どぶろく」が販売されています

観光案内の他、ケーキや
コーヒーなど軽食販売を行う
只見町インフォメーションセンター

只見線全線運転再開日に合わせて、
只見線広場がグランドオープンしました

新
にっ

国
くに

寿
こと

花
は

さんの
アイディアが選ばれ、
「只見線広場」になりました
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1うまいもんまつり初日は「おかえり只見線」記念花火が夜空を彩りました　2新潟県や只見町、会津地域のうまいもんが勢ぞろいし、たく
さんの来場者で賑わいました　3桐蔭学園鉄道研究部によるミニ鉄道体験コーナーは子どもから大人まで大人気でした　4埼玉工業大学の学
生が縁結び三石神社のグッズ頒布を行いました　5うまいもんのステージでおどりを披露したつくし会の皆さん　6スコップ三味線を披露し
た長浜女子和楽坊の皆さん　7GABEZによるサイレントコメディーは、多くの来場者を楽しませました　8只見町のイベントではお馴染み
のあっけらかんのマジックショー

只見線　被災から運転再開までの足跡

平成２３年

◦新潟・福島豪雨の影響で、只見川橋梁の流失や土砂流出が
発生。会津坂下駅～小出駅間が不通になる
◦会津坂下から会津宮下間で運転再開
◦大白川駅～小出駅間で運転再開
◦会津宮下駅～会津川口駅間で運転再開
◦会津川口駅～只見駅間で代行バスが運行開始

平成２４年 ◦只見駅～大白川駅間で運転再開

平成２５年
◦田子倉駅が廃止
◦ＪＲ只見線復興推進会議を設置
◦「ＪＲ只見線利用促進等事業補助金要綱」設置

平成２７年 ◦「只見町只見線にみんなで手をふろう条例」施行

平成２８年 ◦福島県と沿線自治体において、上下分離方式により鉄道復
旧する方針を採択

平成２９年

◦ＪＲ只見線復興推進会議において、上下分離方式による復
旧方針を決定し、福島県と会津１７市町村で確認書を締結
◦ＪＲ東日本と福島県は、会津川口駅～只見駅間を上下分離
方式により鉄道で復旧することに合意

平成３０年 ◦鉄道復旧工事起工式が執り行われる
令和　２年 ◦只見駅～小出駅間でキハ１１０系が運行開始

令和　３年

◦只見線全線開通５０周年を迎え、記念列車「只見海里」が
小出駅～只見駅間を運行
◦只見線鉄道施設群（１７施設）が公益社団法人土木学会選
奨土木遺産に認定

令和　４年 ◦只見線全線運転再開

　１０月１日から只見線が全線運転再開する
ため、９月３０日が会津川口駅～只見駅間の
代行バスのラストランとなりました。代行バ
スとそれを走らせてくれた運転手さん、あり
がとうございました！

代行バスありがとう！

１

２
４３

６５

８７

３
年
ぶ
り
に
開
催
の
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
も

　
　
只
見
線
全
線
運
転
再
開
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
！
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只
見
線
全
線
運
転
再
開
記
念

子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に

地
域
に
寄
り
添
う
社
会
貢
献

沼
ノ
平
学
術
調
査
の
結
果
報
告

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

「
只
見
線 

全
線
運
転
再
開
記
念
」贈
呈

家
庭
劇
場「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と

ウ
ェ
ン
デ
ィ
」開
演

明
治
安
田
生
命「
私
の
地
元
応
援
募
金
」

林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
を
訪
問

▲星賢孝さんの作品が切手の
　デザインになっています

▲切手は、会津地区内の郵便局などで販売
　されました

▲今年は劇団ポプラの皆さんに公演いただきました

▲なお、只見町と明治安田生命は「健康増進に関する連携協定」
を締結しています

▲町長から局長に、学術報告書としてまとめた只見町ブナ
センター紀要を手渡しました

　

日
本
郵
便
株
式
会
社
福
島
県
西
部
地
区

連
絡
会
か
ら
只
見
町
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ

レ
ー
ム
切
手
「
只
見
線　

全
線
運
転
再
開

記
念
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
切
手
は
、
平
成
23
年
新
潟
・
福
島

豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
只
見

線
が
復
旧
工
事
を
終
え
て
、
11
年
ぶ
り
に

全
線
運
転
再
開
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
て

作
製
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

家
庭
劇
場
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
ウ
ェ
ン

デ
ィ
」
が
９
月
29
日
に
只
見
中
学
校
体
育

館
で
上
演
し
、
町
内
の
保
育
園
児
や
小
学

校
児
童
が
観
劇
し
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
、
大
型
の
舟
や
影
を
使
っ
た

演
出
の
他
、
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
で
空

を
飛
ぶ
演
出
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
興

奮
し
な
が
ら
舞
台
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が

本
格
的
な
舞
台
芸
術
に
親
し
み
、
心
豊
か

な
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
坂
下
営

業
所
か
ら
町
に
、
３
１
１
，５
０
０
円
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
で
は
、

社
会
貢
献
運
動
「
私
の
地
元
応
援
募
金
」

を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
事
業
の

一
環
で
、
従
業
員
か
ら
の
募
金
と
会
社
か

ら
の
寄
附
を
合
わ
せ
、
町
に
寄
附
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

月
田
営
業
所
長
が
10
月
11
日
に
来
庁

し
、
渡
部
町
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
附
は
有
効
に
活
用
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

渡
部
町
長
は
10
月
４
日
に
、
沼
ノ
平
エ

リ
ア
を
含
む
国
有
林
を
管
理
し
て
い
る
林

野
庁
関
東
森
林
管
理
局
を
訪
問
し
、
赤
崎

局
長
に
沼
ノ
平
の
学
術
調
査
結
果
の
報
告

を
し
ま
し
た
。

　

渡
部
町
長
は
、
約
４
年
間
に
わ
た
る
学

術
調
査
の
結
果
と
し
て
、「
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
」
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
生
物

多
様
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
赤
崎
局
長
は
「
地
域

の
皆
様
と
共
存
共
栄
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

NEWS&FLASH
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

実りの秋を感じました
町内小学校「手刈り体験」

　町内３小学校の手刈り体験が、春の田植
え体験でご協力いただいた農家の方々の水
田で行われました。（只見小５・６年生／
９月２６日、明和小５・６年生／９月２６
日、朝日小学校５年生／１０月４日）
　児童は、手刈りの大変さや農業の担い手
不足による問題の他、農業が機械化される
ことによるメリットなどを学びました。
　手刈りを終えた児童は、「食べられるよ
うになるまで、とても大変だということが
分かりました」と感想を話しました。

▲新國真也さんの田で、脱穀のお手伝いもしました（只見小）

▲藁谷友活さんの田で、コンバイン乗車体験もしました（朝日小）▲松井栄吉さんの田で、はぜかけ体験もしました（明和小）

自然資源を活用した地域振興を目指す
「ブナ林ブレンドワークショップ」開催

　ユネスコエコパークの自然資源を活用した
地域振興の取組みとして「第２回ブナ林ブレ
ンドワークショップ」が９月２６日に開催さ
れました。このワークショップは、町の木で
あるブナやアブラチャン、オオバクロモジ等
の樹木の機能性成分に着目し、それらの枝葉
を活用した商品開発を目的としています。
　参加者は、対象となる樹種を使用した試作
品として、生葉を漬けたドリンクや乾燥葉を
使用したお茶、クッキー、パンなどを持ち寄
り、試食を行いました。また、試食後には、
乾燥葉の活用方法や販売に向けた原材料の調
達等の課題を検討しました。

▲試食後、商品化に向けて様々な提案が出されました

7



ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

デジタル技術で只見町の魅力と水力発電の情報を発信
J-Power 只見展示館リニューアルオープン

市町村対抗県軟式野球大会と市町村対抗県ソフトボール大会
只見町チーム結果報告会

第６３回福島県農業賞
目黒広信さん・美樹さん夫妻が受賞報告

　只見展示館（運営：電源開発株式会社）のリニュー
アルお披露目会が９月２８日に行われ、渡部只見町長
や関係者約２０人が出席し、施設内の見学をしました。
　リニューアルされた展示館では、普段は立入禁止の
田子倉発電所内部をＶＲ（仮想現実）で見学できる他、
ダムや発電所の様子をドローンで空撮した映像やダム
完成当時の画像をデジタル再現したものが展示されて
います。
　お披露目会では、電源開発株式会社の中谷東日本支
社長が「２つのダムが間近で見られるのは珍しい。今
回のリニューアルで、只見町の賑わい創出のため多く
の人に足を運んでほしい」とあいさつされました。

　第１６回市町村対抗県軟式野球大会と第９回市町
村対抗県ソフトボール大会に出場した只見町チーム
の結果報告会が１０月１８日に開かれ、野球の横山
大主将とソフトボールの馬場秀明監督、河原田祐太
主将が報告に訪れました。
　野球、ソフトボールともに善戦するも惜敗で、監
督や両主将は「今年の反省を生かして結果に繋げた
い」と来年に向けた抱負などを話しました。
　また、渡部町長からは「まずは懸命に頑張ったこ
とに敬意を表したい。来年も元気な只見町チームと
して頑張って欲しい」と健闘を称えました。

　福島県内の「農業十傑」とも呼ばれる「福島県農
業賞」に目黒広信さん・美樹さん夫妻（塩ノ岐）が選
ばれ、１０月１９日に受賞報告に役場を訪れました。
　目黒夫妻は、多品種のリンドウ栽培を行い長期間
の出荷を可能としていることや環境に配慮した農業
経営を実践していることなどが認められ、表彰され
ました。
　受賞について目黒夫妻は、「若い時から支え続け
てくれた多くの農業者に感謝しています。引き続き、
質の高いリンドウ栽培を続けていきたい」と話しま
した。

▲画像をデジタル再現したものからは、当時の様子などが
　うかがえます

▲来年の抱負を力強く話してくれた両チームの主将と馬場監督

▲報告に訪れた目黒夫妻
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

秋晴れの下、ふるさとを歩く
「第６回明和ふるさとハイキング」開催

全力でタスキをつなぎました
「只見町民駅伝大会」開催

お菓子をくれなきゃ、いたずらするぞ！
かるがもクラブ「ハロウィンイベント」

　「第６回明和ふるさとハイキング」が１０月１６
日に開催され、約３０人が参加しました。今回は、
大倉集会施設から大倉八幡神社やつつじが丘分校
石碑、ただみ・モノとくらしのミュージアムなど
を巡りながら、集会施設に戻る約２．５㎞のコー
スでした。
　開会式後、大倉集会施設のそばにある「大倉土
地改良沿革の碑」について三瓶藤助さんが解説
し、ハイキングがスタートしました。史跡などで
はクイズが行われ、参加者は最後までハイキング
を楽しみました。

　新型コロナウイルス感染症の影響で開催を中止した
「只見町駅伝競走大会」の代替競技として、「令和４年
度只見町民駅伝大会」が１０月９日に開催されました。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止として、参加チ
ームは町内限定ではありましたが、中学生、一般、男
女混成、オープン参加を合わせて全１６チームが参加
しました。
　大会当日は、途中棄権などもなく、全チームが最後
までタスキをつなぐことができました。

　かるがもクラブ「ハロウィンイベント」が１０
月７日に開催され、４組の親子が参加しました。
親子の触れ合いを楽しんだ後、ハロウィンの衣装
や手作りのヨーヨーを作りました。
　衣装は黒色のビニールに赤い紐を通してマント
をつくり、ヨーヨーはオレンジ色の綿を詰めたビ
ニール袋にゴムを通しカボチャのお化けをイメー
ジした顔をつけました。
　子どもたちは、作ったマントやヨーヨーを手に、
たくさん体を動かしました。

▲秋晴れの下、参加者は大倉地区の散策を楽しみました

▲チームの思いをタスキに込め、スタートを切る
　第１走者の皆さん

▲マントとヨーヨー、ハロウィングッズを手に記念撮影をしました
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

只見っ子の心の強さを全国に
三瓶叶

かな

翔
と

君、五十嵐千
ち

紘
ひろ

君 全国大会出場結果報告

マック小島さんが来町
スクエアダンス交流会

只見町の紅葉を満喫
「第３４回ふくしま緑の百景歩こう会」開催

　三瓶叶翔君（只見中１年・空手）と五十嵐千紘君
（只見小６年・剣道）が１０月７日に役場を訪れ、そ
れぞれが出場した全国大会の結果を報告しました。
　三瓶叶翔君は、カラテドリームフェスティバル２
０２２全国大会に出場しました。結果としては敗退
ではありましたが、判定まで持ち込み粘り強さを見
せた試合でした。
　五十嵐千紘君は、第１７回全日本都道府県対抗少
年剣道優勝大会（団体戦）に出場しました。団体全
体の結果は敗退でしたが、個人成績としては引き分
けに持ち込むなど諦めない姿勢を貫きました。

　スクエアダンスの教室に通う、または指導を
行っている人などが集まる交流会が１０月１８
日に只見振興センターで開催され、只見教室の
生徒の他、青森県や埼玉県からの参加もあり、
約４０人が集まりました。
　スクエアダンスとは、４組８人が１セットに
なって、コーラー（指揮者）の指示に従い踊る

　町と福島県森林・林業・緑化協会、福島民報社が
主催する「第３４回ふくしま緑の百景歩こう会」が、
１０月２３日に開催され、約２３０人が参加しまし
た。只見線広場をスタート・ゴールに只見湖沿いを
巡る約１０㎞のコースで、参加者は秋の只見町を満
喫しながら歩きました。
　参加者からは「緑の募金」が寄せられ、集められ
た募金は福島民報教育福祉事業団を通じて町に寄附
されました。閉会式において福島民報社の関根英樹
取締役事業局長から渡部町長に募金箱が手渡されま
した。

▲渡部町長は「２人の全国大会出場には、多くの人が勇気を貰っ
た」と健闘を称えました

▲コールを覚えることで、初対面同士でも楽しむことができるそうです

▲多くの方が参加され、只見町内の景色を楽しみました

ものです。基本的な動作（コール）を覚える必要がありますが、幅広い年齢層の方が踊られています。
　今回の交流会は、スクエアダンスコーラーとして世界的に活躍されているマック小島氏をゲストコー
ラーにお呼びし、スクエアダンスを通じて笑顔があふれる交流会になりました。
　町内の方でダンス教室に参加したい、または見学したい方は渡部和子さん（０２４１−８２−３２４２）
までお問い合わせください。
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

参加者で共有する素敵な時間
おもいのたけ「夏のおもいで ライブ」開催

SDGｓの取組みを発信
只見中学校「ふくしまＳＤＧｓ博」に参加

　様々な企画・活動を行うサークル「おもいのたけ」の
主催で「夏のおもいで　ライブ」が亀岡サンドバレーコ
ートで開催されました。町内と金山町在住の４人がバン
ドを結成し、「歌うたいのバラッド（斉藤和義）」など数
曲を披露しました。
　参加者は、ライブ演奏を聴きながら、夕食や軽食を楽
しみ、日頃の疲れなどを癒す時間となりました。
　また当日は参加者から寄附を募り、バンドのＭＣ（司
会進行）を務めた目黒英樹さんが、福島民報社の芳見社
長を通じて、一般社団法人福島民報教育福祉事業団に寄
附しました。目黒さんは「只見町の元気を発信し、教育
振興に繋げてほしい。寄附は、国際的な支援に役立てて
ほしい」と思いを伝えました。

　県内自治体や県内外の企業などのＳＤＧｓの取り組み
を紹介・報告する「ふくしまＳＤＧｓ博」が９月２４日
～２５日にビッグパレットふくしまで開かれ、只見中学
校がブース出展しました。
　只見中学校のブースでは、新聞紙レジ袋の作り方講座
の他、訪れた方に「あなたの取り組みたいＳＤＧｓ」を
聞くなどＳＤＧｓを広める活動も行いました。
　また、ＳＤＧｓ博の最後には、只見中３年の吉津就君
と県内の中・高校生６人がステージに登壇し、「誰もが
安心して暮らせる地域社会の実現を目指し、互いに助け
合いながら行動していく」という思いを発信しました。

▲トレーラーハウス前のデッキ上で演奏するバンドメンバー

▲只見中学校のブースには内堀県知事も訪れました

吉
き
津
つ

 茉
ま

優
ゆ

さん
佐
さ
野
の

 結
ゆ

英
え

さん 堀
ほり

金
かね

 威
い

風
ふう

くん

川
かわ

元
もと

 彩
り

愛
あ

さん

虫歯のない子 （10月25日 3歳児検診）

（亀岡） （小林）

（蒲生）（長浜）
佐
さ
野
の

 英
え

茉
ま

さん
（亀岡）
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朝日診療所　所長　若
わか

山
やま

　隆
たかし

広報ただみ診療所

　今回は、“こころを休める方法”についてです。こころに疲れがたまっているとき、どうやって休め
ていますか？ 眠りますか？ 散歩などで体を動かしますか？ 友人に悩みを話したりしますか？ 好きな
音楽を聴いたり、動画を見たりしますか？ 旅行するとか？ 何もせず、ぼーっとする？ 人それぞれで
違うやり方があるでしょう。ある場合はよく眠ることで元気になれたが、別の場合では、なかなか眠れ
なくて疲れが取れない、なんてこともあるでしょう。散歩や音楽を聴いても、過去の後悔や未来の心配
などがとめどなく浮かんできて、疲れが取れなかったりすることもあるかもしれません。つらい時ほど、
友人に話せなかったり、忙しくて出かける暇もなかったりなんてこともあるかもしれません。重要なこ
とは自分に合った方法をたくさん用意しておくことです。
　“こころを休める”ときに重要なのは、“こころの動きを止める”ことです。身体が運動して疲れた時
は、身体を動かすのを止めますよね？ こころも同じです。“こころの動き”とは何でしょうか？ それ
は思考です。思考を止めるにはどうしますか？「思考よ止まれ‼」と思考しますか？ これではうまく
いきませんよね（笑）。思考を止める方法は、自分の感覚に注意を向けることです。感覚とは、いわゆる
五感（視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚）です。ためしに、注意を自分の呼吸（胸が膨らんだり縮んだり）
と聴覚（どんな音が聞こえるか）と触覚（地面に触れている足の裏の感覚やお尻の感覚）に同時に向け
てみてください。思考する余力がなくなると思います。思考と五感は、脳のエネルギーを共有している
ので、感覚に注意をたくさん向けるほど、思考できなくなります。休むときは、自分の呼吸の感覚に注
意を向けたり、散歩のときは、周囲の景色・音・身体感覚に注意を向けながら行うと、こころがぐっと
休まります。このような方法をマインドフルネスといいます。ぜひお試しください。

　去る７月２６日～２７日、国内ユネスコエコパーク登録１０地域で構成される「日本ユネスコエコパ
ークネットワーク ～ Japanese Biosphere Reserves Network ～（以下、JBＲN）」の会合が只見町で
開催されました。会合では年次総会の他、情報交換の場が設けられ、各地域の特徴やユネスコエコパー
クに係る取り組みの紹介、意見交換が行われました。各地域の担当者が直に顔を合わせるのはコロナ禍
により２年半ぶりで、オンライン会議ではなかなか難しい活発な質疑応答、意見交換が図られました。
　さて、ユネスコエコパークでは各地域の自然環境、文化、登録経緯などを背景にそれぞれ特徴的な活
動が行われています。また、それぞれの地域がユネスコエコパーク活動に係る課題を抱え、その解決に
向けて試行錯誤し取り組みを行っています。JBＲNはこれら各地域に蓄積されたノウハウ・情報の地
域間での共有を橋渡しする場としての役割を持っています。また、一つの地域では対処できないような
課題に対して協働して取り組む場でもあります。
　多くの登録地域で運営事務は少人数の職員で行われており、取り組む事業は（地域によりけりですが）
自然の保護・保全、学術調査研究、自然生態系の経済的利用、伝統文化・芸能の継承、伝統工芸の継承、
またこれらに携わる人材の育成などなど多岐にわたります。このような中、JBＲNの場でのノウハ
ウ・情報の共有は、それぞれの地域での活動のさらなる活性化につながることが期待されています。
　JBＲNの事務局は登録地域の持ち回りとなっており、現在只見が事務局を担当しています。「生物
多様性の保全と利用を通して地域社会の持続的な発展を目指す」というユネスコエコパークの目的の達
成を目指し、登録地間の情報交換、交流、協働を通じたユネスコエコパークの発展と向上、課題解決へ
の力となるよう引き続き活動に取り組んでいきます。

地域おこし協力隊として Vol.95

只見ユネスコエコパーク推進協力隊　近
こん

藤
どう

　友
ゆう

太
た

こころを休める方法について

ユネスコエコパーク登録地域間の連携
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連載� ユネスコエコパーク

ユビソヤナギはどんな樹木で、どのように付き合っていけば
よいのでしょうか。

　ユビソヤナギは、大きなもので樹高１５mほどになる日本固有のヤナギ科樹木です。１９７２
年に群馬県水上町（現・みなかみ町）を流れる湯

ゆ

檜
び

曽
そ

川で初めて発見されたことがその名前の
由来となっています。分布は、青森県を除く東北５県および新潟県、群馬県のごく限られた地
域の山地河川でしか確認されていない希少な樹種です。実際、環境省および福島県のレッドリ
スト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）では、絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危機が増大し
ている種）に分類されています。
　ユビソヤナギの一生は、河川の増水などにより新しくつくられた砂礫が堆積した場所で種子
から発芽、成長し、子孫を繋いでいくことが特徴です。つまり、新しい砂礫地がつくられるよ
うな自然度の高い河川がユビソヤナギには必要なのです。逆を言えば、ユビソヤナギが自生す
る河川環境は自然度が高く、多様な植物・水生生物・陸上動物などの生活の場、水質の浄化、
魅力ある景観など多様な機能を持っています。私たちに身近なものとしては、食用とする淡水
魚類もこうした環境で育まれています。しかし、これまでに多くの河川において砂防堰堤やコ
ンクリート護岸の構築などの河川改修が行われたことにより自然度の高い河川が少なくなり、
ユビソヤナギが自生する場所も少なくなったと考えられます。
　只見町では、２００３年に伊南川でユビソヤナギが発見され、民間団体の調査により当時の
只見川・伊南川流域は国内最大規模のユビソヤナギ自生地として知られました。しかし、平成
２３年（２０１１年）７月新潟・福島豪雨により只見川・伊南川流域のユビソヤナギを含む水
辺林の一部が壊されたり、河川改修が進められたりするなどして、河川環境が変化し、ユビソ
ヤナギもまたその個体数や生息域は以前に比べ大幅に少なくなっていきました
　近年の全国的な豪雨などの異常気象の頻度が高まる中、人命や財産を守る河川管理は重要な
ものです。只見町はユネスコエコパークの登録地として、私たちの共有財産・生活基盤である
只見川・伊南川流域の良好な河川環境の維持と住民の安全確保を両立した河川管理が必要と考
えます。例えば、河川幅を広く確保すれば、洪水対策にもなり、ユビソヤナギなどの生育でき
るような自然度の高い河川環境も維持できるはずです。自然と調和した河川管理は、自然に優
しく、私たちの豊かで、安心・安全な生活にもつながるものとなるのではないでしょうか。

Q

A

只見ユネスコエコパーク　Ｑ＆Ａ（６）

▲早春に花を咲かせるユビソヤナギ ▲自然度の高い河川は只見町の豊かな自然のシンボルの一つ（伊南川）
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総務課　
　総務係　財政係	☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	☎82－2141
朝日振興センター	☎84－2111
明和振興センター	☎86－2111
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月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税
（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
11
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
５
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
４
期
）

無
料
調
停
相
談
会

Ｊ
Ｒ
只
見
線
利
用
促
進
等

事
業
補
助
金

お
知
ら
せ

　

会
津
若
松
調
停
協
会
主
催
の
無

料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

金
銭
・
土
地
賃
借
、
建
物
の
明

け
渡
し
、
相
隣
関
係
・
損
害
賠
償

等
の
民
事
に
関
す
る
調
停
申
立
や

離
婚
・
子
の
監
護
養
育
・
離
縁
・

扶
養
・
相
続
問
題
等
の
家
事
に
関

す
る
調
停
申
立
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
事
前
予
約
不
要
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
困
り
の
方
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日　
時

　

令
和
４
年
11
月
22
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　

午
後
６
時
ま
で

　
（
最
終
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）

　
「
ブ
ナ
り
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト

制
度
」
で
は
、
６５
歳
以
上
の
方

が
介
護
予
防
事
業
や
検
診
等
に

参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
、
ポ
イ
ン
ト
に

応
じ
て
健
康
グ
ッ
ズ
等
と
交
換

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
づ
く
り
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

ブ
ナ
り
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト

50
ポ
イ
ン
ト
達
成

お
め
で
と
う
　
　

　
　
ご
ざ
い
ま
す菅家公子さん（布沢）

○
場　
所

　

会
津
若
松
市
城
東
町
14
－
52

　

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
－
26
－
６
６
６
１

○
費　
用

　

無
料

○
申
込
方
法

　

当
日
会
場
申
込

○
問
合
せ

　

福
島
地
方
裁
判
所

　

会
津
若
松
支
部
庶
務
課

　

☎
０
２
４
２
－
26
－
５
７
２
５

　

町
で
は
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
利
用

促
進
や
振
興
を
目
的
と
し
た
事
業

に
対
し
て
補
助
す
る
「
Ｊ
Ｒ
只
見

線
利
用
促
進
等
事
業
補
助
金
」
が

あ
り
ま
す
。

○
対　
象

　

町
民
が
３
人
以
上
で
構
成
す
る

町
内
に
住
所
を
有
す
る
団
体
等

○
補
助
金
の
額

　

１
事
業
に
つ
き
10
万
円
（
利
用

促
進
等
の
効
果
が
高
く
、
町
長
が

特
に
認
め
た
場
合
に
は
20
万
円
）

○
事
業
例

〈
只
見
線
を
利
用
し
た
旅
行
〉

・
対
象
経
費
…
ガ
イ
ド
等
謝
金
及

び
旅
費
、
参
加
者
の
只
見
線
列

車
運
賃
、
施
設
入
場
料
等

〈
只
見
駅
前
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
〉

・
対
象
経
費
…
ス
タ
ッ
フ
等
賃
金
、

ポ
ス
タ
ー
等
作
成
費
、
施
設
借

上
料
等

○
そ
の
他

　

記
載
内
容
以
外
に
も
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
左
記
の
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
要
綱
や
申

請
書
等
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

○
問
合
せ

　

只
見
町
役
場
地
域
創
生
課

　

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
２
０

　

只
見
町
の
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
第
４
期
「
ふ

る
さ
と
大
使
」
の
皆
さ
ん
が
、
改
め
て

１
年
間
の
任
期
を
継
続
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
引
き

続
き
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
ご
活
動
い

た
だ
く
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

「
ふ
る
さ
と
大
使
」の
皆
さ
ん
の

任
期
が
延
長
に
な
り
ま
し
た

ふるさと大使名簿
利
とし

重
しげ

　和
かず

彦
ひこ

さん（千葉県）渡
わた

部
なべ

　雄
ゆう

二
じ

さん（東京都）

伊
い

地
じ

知
ち

孝
たか

雄
お

さん（東京都）鶴
つる

巻
まき

　好
よし

子
こ

さん（東京都）

小
お

野
の

　公
きみ

嗣
つぐ

さん（千葉県）渡
わた

部
なべ

美
み

重
え

子
こ

さん（千葉県）

中
なか

村
むら

　　治
おさむ

さん（千葉県）吉
よし

野
の

　睦
むつ

美
み

さん（東京都）

木
き

原
はら

真
ま

由
ゆ

美
み

さん（埼玉県）久
く

保
ぼ

　秀
しゅうじ

次さん（東京都）

重
おも

石
いし

　　稔
みのる

さん（神奈川県）大
おお

宮
みや

　　明
あきら

さん（神奈川県）

吉
よし

原
はら

　育
いく

男
お

さん（茨城県）所
ところ

　　英
ひで

明
あき

さん（千葉県）
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町長スケ
ジュール
〈10月分〉

◆
10
月
23
日
に
「
ふ
く
し
ま
緑
の
百
景
歩
こ
う
会
」
が
只
見
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
約
２
３
０
人
が
参
加
さ
れ
、
秋
の
只
見
町
を
感
じ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
前
に
「
長
浜
女
子
和
楽
坊
」
の
皆
様
に
よ
る
演
奏
が
始
ま

る
と
、
曇
っ
て
い
た
空
か
ら
青
空
が
顔
を
覗
か
せ
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
演
奏
と
と
も
に
大
会
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
「
長
浜

女
子
和
楽
坊
」
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
Ｊ
Ｒ
只
見
線
が
全
線
運
転
再
開
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
予
想
以
上

に
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
た
め
、
受
け
入
れ
対
応
が
行

き
届
か
ず
、
列
車
の
編
成
数
や
運
行
ダ
イ
ヤ
、
２
次
交
通
の
確
保
、

お
昼
の
提
供
、
宿
泊
等
に
つ
い
て
、
ご
迷
惑
や
ご
負
担
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
の
列
車
の
編
成
数
と
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
臨
時
対
応
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
次
交
通
や
お
昼
の
提
供
に
つ
い
て
、
町
内
関
係
者
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
臨
時
周
遊
バ
ス
や
新
し
い
食
の
提
供
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
関
係
者
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
そ
し
て
、
只
見
駅
～
会
津
川
口
駅
間
が
不
通
と
な
っ
て
以
来
11
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
、
そ
し
て
酷
暑
の
日
も

毎
日
安
全
運
転
で
沿
線
住
民
の
方
や
ご
来
訪
の
方
を
代
行
バ
ス
で

輸
送
し
て
い
た
だ
い
た
「
有
限
会
社
ジ
オ
・
サ
イ
ク
ル
」
の
酒
井

社
長
は
じ
め
、
運
転
手
や
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
ま
し
て
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
長
か
ら

	

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫

　１日　賑わい施設グランドオープン、
只見線全線運転再開記念式典

　３日　郡山国道事務所長来庁
　４日　関東森林管理局長表敬訪問（群馬

県前橋市）
　６日　只見町文化祭実行委員会
　７日　只見町社会福祉協議会長他来庁、

福島県小中学校校長会陳情来庁、
全国大会出場結果報告（空手：只
見中　三瓶叶翔君、剣道：只見小　
五十嵐千紘君）

　８日　写真展「懐かしき東北・美しき東
北」記念講演会「写真と民俗学」

　９日　只見町民駅伝大会
１１日　明治安田生命保険相互会社寄附贈

呈式
１２日　㈱季の郷湯ら里取締役会、只見町

農業再生協議会、政策調整会議
１３日　ふるさと只見会事務局長来庁、

定例庁議
１４日　南会津建設事務所長他来庁

１５日　八十里越交流懇談会（三条市）
１７日　東北電力㈱田島電力センター所長

他来庁
１８日　市町村対抗福島県軟式野球及び福

島県ソフトボール大会結果報告会
１９日　福島県農業賞受賞報告（塩ノ岐　

目黒広信氏ご夫妻）、南会津地方
広域市町村圏組合管理者会（南会
津町）、「高校生ふるさと探究プロ
ジェクト」による訪問（県立南会
津高校１年　堀金康太君）

２０日　福島県文化振興財団理事長他来庁、
只見ふるさとの雪まつり実行委員会

２１日　町内現地調査
２３日　ふくしま緑の百景歩こう会
２４日　ＤｅNＡ社長来庁
２５日　㈱モンベル広報部部長代理他来庁
２６日　福島行政監視行政相談センター所

長来庁、行政機構改革審議会
２７日　全国水源の里シンポジウム（喜多

方市）
２８日　（公社）福島県森林・林業・緑化協

会役員会（福島市）
３１日　八十里越街道観光セミナー
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線
運
転
再
開
当
日

は
、
多
く
の
人
が
祝
福
に
訪
れ
ま
し
た
。

お
し
ら
せ
欄
に
も
掲
載
が
あ
り
ま
す
が
、

町
民
３
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体
の
只

見
線
利
用
に
は
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
列
車
に
乗
り
、
只
見
線
沿
線

の
歴
史
探
訪
で
あ
れ
ば
、
運
賃
と
施
設

の
入
館
料
な
ど
が
補
助
さ
れ
ま
す
。
只

見
線
に
乗
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
応
援
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
り
、
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
暖
房
機
器
を
使
い
始
め
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

使
用
前
の
点
検
や
周
り
の
確
認
を
行
い
、

火
災
や
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

 

（
小
林
）

あ
と
が
き

転入 １２　転出 １１　出生 ２　死亡 ７

令和４年１０月１日現在
人　　口　３，８５０（−４）
　 男 　　１，９０７（−３）
　 女 　　１，９４３（−１）
世 帯 数　１，６００（±０）
高齢化率　　　　４８．３％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

★＃真相をお話しします

★大ピンチずかん

結城真一郎（新潮社）
　ミステリ界の超新星が仕掛け
る、罠、罠、罠、罠、罠。家庭教
師の仲介営業マンとしてしのぎ
を削る大学生。娘のパパ活を案
じながらも、マッチングアプリ
に勤しむ中年男。不妊に悩んだ
末、精子提供を始めた夫婦。リ
モート飲み会に興じる学生時代

鈴木のりたけ（小学館）　
　きみは、ガムを飲んじゃった
ことはあるかな？ シャンプー
が目に入ったことは？ 大ピン
チは、なんの前触れもなく君の
生活に入り込んでくる。振り返
ってみると、人生は大ピンチば
かりだ。この先もいつ大ピンチ

の腐れ縁。人気ＹoｕＴｕｂer を夢見る、島育ちの小学
生四人組。微笑ましくて、愛おしくて、時に愚かし
い。令和を生きる私たちにニュー・ノーマル。―本
当に？読みながら覚えるかすかな違和感と確かな胸
騒ぎ。それでも、あなたの予想は必ず裏切られる！
緻密で大胆な構成と容赦ない「どんでん返し」の波
状攻撃に瞠目せよ。第７４回日本推理作家協会賞
“短編部門”受賞作「＃拡散希望」を収録。

に陥るかわからない。ピンチに出会うのを恐れるよ
り、どんなピンチがあるかを知っておいた方が心の
準備が出来るというもの。そんな時は、この『大ピ
ンチずかん』。これでもう、いつ大ピンチが来ても
大丈夫。持ち運ぶのにも便利なコンパクトサイズ。
ぜひきみも、でかけるときは持っていって突然の大
ピンチにそなえよう。

（9月26日～10月25日届出分）敬称略

■おくやみ申し上げます
大　竹　八重子　　93歳　　布　沢
馬　場　フ　ヂ　　93歳　　梁　取
梁　取　トミ子　　83歳　　小　林
鈴　木　一　孝　　74歳　　黒　谷
鈴　木　トクノ　　97歳　　只　見

明和振興センター
図書紹介

明和振興センター図書室
☎86－2111

☆明和振興センターではリクエストも随時受付しています
ので、ぜひご利用ください。
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　ヤマカガシは、全長70~150cmのナミヘビ科のヘビです。背面の斑紋は個体差
や地域差が大きく、只見では写真のように黄色および赤色の斑紋を欠くものもよく見ら
れます。両生類の成体と幼生、魚類などを捕食しますが、特にカエルを好みます。その
ため、カエルが多く生息する湿った林縁部や水田に多く生息しています。
　ヤマカガシは2種類の毒を持っています。一つ目は、喉の奥にある牙によって注入さ
れる毒です。深く咬まれなければ注入されませんが、毒性は非常に強く危険です。本来
は捕食のために用いる毒で、獲物を飲み込む際に毒を注入する仕組みになっています。
　もうひとつは、首のあたりの皮膚の下にある毒腺（頸

けい

腺
せん

）から分泌される毒（頸腺毒）
です。頸

けい

部
ぶ

に強い圧力が加わるとにじみ出る仕組みになっており、時には飛び散ること
もあります。この頸腺毒が目に入ると激しく痛み、失明する恐れもあります。威嚇の際
はこの頸部を天敵に見せつけるような姿勢をとり（写真右）、敵が頸部を攻撃するよう
に誘います。実はこの頸腺毒は、獲物のヒキガエル由来の成分であることが知られてい
ます。また、頸腺毒は母親から子に引き継がせることができます。頸腺毒を持った子の
方が生存に有利であるため、産卵前のメスは積極的にヒキガエルを捕食することが知ら
れています。

森の四季Vol.151

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

▲目は大きく、動くものによく反応する ▲ 威嚇するヤマカガシ。コブラのように頸部を
広げ、敵に見せつける

ヤマカガシ　（学名：Rhabdophis tigrinus）
【有鱗目ナミヘビ科】

 （写真・文 吉岡義雄）

附属施設「ただみ・ブナと川のミュージアム」「ふるさと館田子倉」では
下記企画展を開催中です。皆様のお越しをお待ちしております。

写真展「この写真、どこ？だれ？何してる？
　　　　　―皆川文弥が撮った只見線が開通した頃の只見―」
会　期：2022年8月11日（木）～2022年11月28日（月）
場　所： ふるさと館田子倉　2階会議室

企画展「自然素材を活かす技
　　　　　―木地、編み組、草木染めと伝承産品の魅力―」
会　期：2022年10月29日（土）～2023年3月27日（月）
場　所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

只見町ブナセンターからのお知らせ
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